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東
京
民
医
労
勤
医
会
支
部
東
葛
分
会
の
早
朝
行
動

20
秋
闘
要
求
へ
の
回
答
指
定
日

だ
っ
た
11
月
4
日
以
降
、
6
日
現

在
の
集
約
状
況
は
下
表
の
と
お
り

で
す
。

昨
年
の
最
終
集
約
と
の
比
較
で

は
、
正
職
員
で
マ
イ
ナ
ス
0
・
25

カ
月
、
一
律
8
1
3
3
円
、
平
均

支
給
額
マ
イ
ナ
ス
6
万
6
0
0
7

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
パ
ー
ト
の

昨
年
比
は
、
マ
イ
ナ
ス
0
・
1
9

7
カ
月
、
一
律
マ
イ
ナ
ス
1
万
9

5
5
円
、
平
均
支
給
額
マ
イ
ナ
ス

4
万
77
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

有
額
回
答
引
き
出
し
組
合
の
4

割
以
上
が
昨
年
実
績
よ
り
下
と
い

う
非
常
に
厳
し
い
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
奮
闘
し
て
い
る
医

療
・
介
護
従
事
者
の
労
苦
に
報
い

る
回
答
、
く
ら
し
を
ま
も
る
一
時

金
の
獲
得
を
求
め
、
粘
り
強
い
た

た
か
い
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。20秋闘回答指定日翌日の11月5日に

は、「いのちと暮らしをまもれ」等の要
求を掲げた「産別統一行動」を実施。全
国で約200単組支部（事前集約数）が様々
な行動を展開しました。ご報告いただい
た中から、一部をご紹介します。

◆
東
京
民
医
労
勤
医
会
支
部
で
は
、
マ
イ
ナ

ス
0
・
7
カ
月
の
回
答
を
受
け
、
ス
ト
ラ
イ

キ
を
実
施
。
東
葛
分
会
で
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ

集
会
と
並
行
し
て
、
立
体
駐
車
場
か
ら
電
車

に
向
か
っ
て
ア
ピ
ー
ル
行
動
を
行
い
、
1
6

0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
後
、
勤
医
会
支

部
は
、
11
月
26
日
の
団
体
交
渉
で
マ
イ
ナ
ス

回
答
の
撤
回
を
勝
ち
取
る
た
め
に
、
翌
27
日

に
ス
ト
ラ
イ
キ
を
構
え
て
た
た
か
い
ま
す
。

◆
神
奈
川
の
川
崎
医
療
生
協
労
組
、
横
福
協

労
組
、
医
療
生
協
か
な
が
わ
労
組
で
は
、
朝

宣
伝
を
実
施
。疲
弊
す
る
医
療
現
場
に
対
し
、

国
に
財
政
支
援
を
求
め
、
統
一
の
横
断
幕
を

掲
げ
て
声
を
あ
げ
ま
し
た
。
ま
た
神
奈
川
県

医
労
連
は
、
夏
季
一
時
金
と
年
末
一
時
金
の

回
答
状
況
に
つ
い
て
記
者
会
見
を
行
い
ま
し

た
。
柏
木
哲
哉
書
記
長
は
、「
医
療
従
事
者
は

感
染
不
安
の
中
で
懸
命
に
働
い
て
い
る
。
政

府
は『
自
助
・
共
助
』と
い
う
が
、
限
界
が
あ

る
」
と
政
府
に
よ
る
支
援
を
訴
え
ま
し
た
。

◆
京
都
は
、
市
内
2
カ
所
で
宣
伝
行
動
を
行

い
ま
し
た
。
京
都
駅
前
24
人
、
四
条
河
原
町

40
人
が
参
加
。
参
加
し
た
看
護
師
や
介
護
職

員
は
、
「
日
々
、
緊
張
感
の
中
で
働
い
て
い

る
」
「
地
域
の
困
っ
て
い
る
人
の
た
め
に
は

仕
事
を
や
め
ら
れ
な
い
」
と
語
り
、
医
師
や

看
護
師
の
増
員
と
社
会
保
障
制
度
の
充
実
を

求
め
、
世
論
に
訴
え
ま
し
た
。
行
動
は
テ
レ

ビ
大
阪
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
共
感
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

人
事
院
は
10
月
28
日
、
国
会

と
内
閣
に
対
し
、
職
員
の
給
与

（
月
例
給
）
に
関
す
る
報
告
を

行
っ
た
。
月
例
給
の
据
え
置
き

を
求
め
る
の
は
7
年
ぶ
り
で
あ

る
。
月
例
給
の
改
定
勧
告
を
行

わ
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
人
事

院
は
、
民
間
給
与
実
態
調
査
に

よ
り
民
間
給
与
と
比
較
し
た
と

こ
ろ
、
公
務
員
の
給
与
が
0
・

04
％
（
1
6
4
円
）
上
回
っ
た

が
、
較
差
が
極
め
て
小
さ
く
、

改
定
の
必
要
は
な
い
と
判
断
し

た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
今

回
の
月
例
給
に
関
す
る
報
告
に
先

駆
け
、
10
月
7
日
に
は
国
家
公
務

員
の
一
時
金
に
該
当
す
る
特
別
給

の
支
給
月
数
を
年
間
0
・
05
カ
月

引
き
下
げ
る
報
告
を
行
っ
て
お

り
、
月
例
給
が
据
え
置
き
と
な
れ

ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
対

峙
し
て
、
国
民
の
い
の
ち
と
健
康

を
必
死
に
守
っ
て
い
る
公
務
労
働

者
の
奮
闘
に
対
し
て
「
賃
下
げ
」

と
い
う
冷
や
水
を
浴
び
せ
る
も
の

で
あ
り
、
強
く
抗
議
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
か
ら

国
民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
た

め
に
、
昼
夜
を
分
か
た
ず
奮
闘
す

る
公
立
病
院
や
保
健
所
な
ど
地
方

公
務
員
へ
の
影
響
が
生
じ
る
ほ

か
、
人
事
院
勧
告
に
準
拠
す
る
施

設
も
多
い
医
療
・
介
護
労
働
者
へ

の
影
響
も
深
刻
で
あ
り
、
そ
の
規

模
は
夏
期
一
時
金
を
引
き
下
げ
ら

れ
た
労
働
者
の
数
を
さ
ら
に
上
回

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
経
済
を
立
て
直

す
た
め
に
は
、
労
働
者
の
賃
上
げ

と
安
定
し
た
雇
用
の
拡
大
こ
そ
が

必
要
で
あ
り
、
公
務
員
の
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
停
止
は
、
今
後
民
間
に
も

波
及
し
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
経
済

回
復
に
と
っ
て
も
強
い
悪
影
響
を

及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

す
る
。

日
本
医
労
連
は
、
こ
の
間
、
全

労
連
・
春
闘
共
闘
や
公
務
労
組
連

絡
会
と
と
も
に
、
賃
上
げ
・
内
需

拡
大
に
よ
る
景
気
回
復
、
医
療
・

介
護
・
福
祉
労
働
者
の
賃
金
・
労

働
条
件
の
抜
本
改
善
等
を
求
め
て

職
場
・
地
域
で
運
動
を
展
開
し
て

き
た
。
民
間
労
働
者
に
も
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
公
務
労
働
者
の
処

遇
改
善
と
、
医
療
・
介
護
・
福
祉

労
働
者
の
生
活
と
権
利
を
守
る
要

求
を
掲
げ
て
、
さ
ら
な
る
運
動
の

前
進
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
明
ら
か
に
な
っ
た
日

本
の
医
療
・
介
護
な
ど
の
脆
弱
性

を
抜
本
的
に
改
善
さ
せ
、
社
会
保

障
の
拡
充
に
む
け
、共
同
を
広
げ
、

引
き
続
き
奮
闘
す
る
決
意
で
あ

る
。

以
上

い
の
ち
ま
も
る

医
療
・
社
会
保
障

を
立
て
直
せ
！
10

・
22
総
行
動
は
、コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
に

よ
り
従
来
の
集
会

形
式
に
加
え
て
、

動
画
配
信
と
い
う
新
し
い
ス
タ
イ

ル
で
成
功
し
た
と
思
う
。
デ
モ
に

よ
る
ア
ピ
ー
ル
は
な
か
っ
た
が
、

閉
会
挨
拶
で
も
あ
っ
た
よ
う
に
動

画
視
聴
は
数
万
人
に
及
ぶ
だ
ろ
う

し
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
に
よ
る

行
動
参
加
も
入
れ
る
と
大
き
く
広

が
っ
た
も
の
と
考
え
る
▼
ニ
ュ
ー

ス
ペ
ー
パ
ー
の
ネ
タ
で
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ

病
院
は
笑
っ
た
。「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

期
間
中
、
手
術
は
35
％
引
き
」「
水

曜
日
の
手
術
は
ポ
イ
ン
ト
3
倍
」

を
き
い
て
、
2
0
0
5
年
に
上
映

さ
れ
た
映
画
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

せ
、
患
者
さ
ま
」を
思
い
出
し
た
。

赤
字
の
病
院
を
建
て
直
す
た
め
に

「
ナ
ー
ス
指
名
制
」
「
膝
枕
点
滴
」

「
同
伴
Ｃ
Ｔ
」「
豚
骨
味
バ
リ
ウ
ム
」

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
出
て
く
る
コ

メ
デ
ィ
ー
映
画
で
あ
る
▼
い
ま
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
病
院
経
営
は
大
変

な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
立

て
直
し
の
た
め
に
ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ

ト
な
ど
人
件
費
抑
制
を
打
ち
出
す

病
院
も
少
な
く
な
い
。
こ
れ
で
は

医
療
従
事
者
は
生
活
出
来
な
い
。

コ
ロ
ナ
対
応
に
直
接
対
応
し
た
職

員
だ
け
で
な
く
病
院
全
体
で
奮
闘

し
た
こ
と
に
報
い
る
べ
き
で
あ

る
。
国
民
の
い
の
ち
と
健
康
、
暮

ら
し
を
守
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
引

き
続
き
対
応
す
る
た
め
に
も
医
療

・
介
護
・
福
祉
分
野
へ
の
財
政
的
支

援
と
、
ぜ
い
弱
な
医
療
・
介
護
・

福
祉
の
供
給
体
制
を
抜
本
的
に
見

直
す
こ
と
を
国
に
求
め
る
も
の
で

あ
る
。
余
談
だ
が
バ
リ
ウ
ム
の
フ

レ
イ
バ
ー
は
も
う
少
し
あ
っ
て
も

良
い
と
思
う
。

くらしまもる一時金の確保を

２０
人
事
院
勧
告

２０
人
事
院
勧
告

１３４
組
合
に
有
額
回
答

コロナ禍で厳しい経営は国の財政支援で解決をコロナ禍で厳しい経営は国の財政支援で解決を

月
例
給
の
改
定
見
送
り

月
例
給
の
改
定
見
送
り

平
均
１
・
６
４
０
カ
月
、４２
万
３
６
５
１
円

談

話

談

話書
記
長

森
田

進

11月5日11月5日

産
別
統
一
行
動
各
地
で

京都京都

２０
秋
闘

２０
秋
闘

産
別
統
一
行
動
各
地
で
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